
葉山ヨットクラブの譜系を尋ねる 
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1932年（昭和7年） 
 

（此の頃、新宿湾・葉山港のクルーザー及び国内5ｍクラスのヨット仲間が結集し、レースを開始したようである。） 

1933年（昭和8年） 
8/6（日）第2回湘南ヨットレース開催 
「ヨットの思い出」大村泰敏著より 

 
葉山堀の内の慶応体育会水泳部の櫓をスタート点として西方に拡がる三哩の三角コース。競技はA 級八米以上、B 級五

米以下。乗艇員制限なし。 
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1936年（昭和11年） 
湘南ヨットクラブ会員名簿 
昭和11年8月調 会員33名）氏名住所録が残存 
＜名簿＝＞ 
 
現存する資料より、湘南ヨットクラブの正式な設立

は、1936 年（昭和 11 年）8 月で間違えなさそうで

ある。 
 
 

 
 

 



 舵誌昭和11年9月号 
湘南ヨットクラブ設立の記事あり 
委員は下記の諸氏である。 
（逗子）荻原武、糸山直行 
（葉山）大村泰敏 
（錘倉）進藤光之助、前田雅彦 
＜舵誌資料＝＞ 
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1941年（昭和16年） 
湘南ヨットクラブは S16 からＳ26 まで湘南海洋錬

成会に改称 
＜錬成会＝＞ 
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1951年（昭和26年） 
5/19湘南ヨットクラブ復会 
入会費 ｵｰﾅｰ 500円、ｸﾙ-300円、会費 100円/月 
8/5湘南ヨットクラブ会員通知 
＜復会通知資料＝＞ 

 



(漁協への使用料の支払い：築港修理費に充てる為、

使用料として 13 万円の支払い、会員艇の係留を始

めた。＜資料＝＞ 
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8/1湘南ヨットクラブ船籍名簿 （31艇） 
＜名簿＝＞ 
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1952年（昭和27年）～1962年（昭和37年） 
葉山ヨットクラブがシーホース中心に活動するもや

がて自然休会となる 
 
葉山ヨットクラブが湘南ヨットクラブを正式に継承

した形跡があるが、それを証明する資料はない。 
 
2012/5/21 の豊島氏口述にある、湘南ヨットクラブ

メンバーの3名は、その後葉山ヨットクラブに関わ

っている。 
 
企業クラブのヨットが増え、個人会員中心のクラブ

運営が時代の変化に揉まれ活動が鈍った時期であ

る。 

＜葉山ヨットクラブバージ＞ 
 
 
 
 
 
 

＜現葉山ヨットクラブバージ＞ 
 
＜豊島邦太氏口述＞ 
旧ヨットハウス２Fの喫茶室（豊島氏経営）をクラブハウス代わりとしていた 
現葉山ヨットクラブバージは湘南ヨットクラブを原型としている 
湘南ヨットクラブの３名、山口四郎氏、財部実氏と豊島邦太氏達が葉山ヨットクラブへの名称変更の議論があった記憶

がある。 

（詳細は、後述する2012年5月21日の豊島邦太ヒアリング結果参照） 

注）山口四郎氏（湘南ヨットクラブ会長） 

財部実氏（のちの旧葉山ヨットクラブ会長） 

豊島邦太氏（旧葉山ヨットクラブ事務所） 
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1962年（昭和37年） 
6月 「葉山ヨットクラブ総会；役員決定の記事（舵） 
＜舵資料＝＞ 
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1988年（昭和63年） 
9月 葉山港利用者協議会発足 

 

1989年（昭和64年） 
葉山利用者協議会から「葉山ヨットクラブ」に改組 
(葉山利用者協議会が発展的に改組） 

 



者

協

議

会 
／ 
葉

山

ヨ

ッ

ト

ク

ラ

ブ 

1989年（平成元年） 
12/1 葉山ヨットクラブ規約制定(2001 改訂版の規約

残存) 
＜規程＝＞ 
 

 
  

 
 1990年（平成2年） 

クラブバージの更新(旧葉山ヨットクラブバージデ

ザインのバージョンアップ) 

 
 
 
 
 
 
 
 



 1995年（平成7年）11月 
「ヨットの思い出」大村泰敏著の第16話に 
「昭和11年夏に湘南倶楽部ラブを設立し、 湘南ヨ

ットレース等の事業を引き継いでいった。」という記

述あり 

 

 

 
注）大村泰敏は、明治四十一年一月 (1908)生、從五位、子爵、東京府華族、大村益次郎家の末裔で公爵毛利元昭男爵小

早川四郞西園寺八郞の甥、1933年 日本ヨット協会理事 
 2001年（平成13年） 

7月 新港開港 
＜規程＞ 

 

 2003年（平成15年） 
7/5石原慎太郎杯 第1回 葉山初島レース開催 
18：00 ｽﾀｰﾄ（ﾀｲﾑﾘﾐｯﾄ 7/6 14：00） 参加定数22
艇 ﾌｨﾆｯｼｭ艇数21艇 
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2006年（平成18年） 
NPO法人 葉山ヨットクラブと改組 
(石原伸晃氏が会長就任) 
 
9/10（平成18年） 
npo葉山ヨットクラブ設立総会開催 
 
12/20 NPO法人 葉山ヨットクラブ認可 
 

 

2007年（平成19年） 
4/1 第2回総会開催 
任意団体葉山ヨットクラブの資産をnpo葉山ヨット

クラブが引き継ぐ 
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2012年（平成24年） 
5月21日 豊島邦太氏ヒアリング 
湘南ヨットクラブが葉山ヨットクラブへ継承された

経緯について（詳細は、右欄参照） 
 
6/24 第7回総会開催 
本港ポンツーン整備完了 
 
9/15 石原慎太郎杯 第10回葉山初島レース開催 
8：00 スタート 参加艇数 22 艇 フィニッシュ艇

数20艇 

HYC沿革調査 豊島邦太氏 ヒアリング                                       2012/5/21 
「HYC沿革」調査の参考情報として、昭和初期より葉山鐙摺港で活動を続けておられた豊島邦太氏を訪問し、以下の通りヒアリングを行った。 
 日時： ２０１２年５月２１日（月）  午後２時-４時 
 場所： 鎌倉・稲村ケ崎 同氏ご自宅 
 （134 号線の海の目の前のご自宅の庭には、数年前まで、ドラゴンが置かれてお

り、同氏からのお話によると、在宅時は、マストにフラッグを掲げていたそうです。） 
 訪問者： HYC伊神顧問、真野理事、長尾 

豊島氏略歴 大正10年（1921）生まれ（91歳） 
  湘南ヨットクラブ会員（昭和11年（1936）名簿） 
  葉山ヨットクラブ創立メンバー 

1. 湘南ヨットクラブ 
Q： 昭和１１年（1936）８月（調）「湘南ヨットクラブ会員（以下SYC）名簿」の意義 
A： SYC としてはこれより前から活動していたが、そのうちに名簿の必要性

が出てきて、苦労してこの時点でまとめたもの。この時にクラブを発足させた

ということではない。父の会社に頼んで活版印刷をしたという記憶がある。１７

歳のときである（数え年16歳、満15歳のはず。あるいは生年が 1920か）。 
Q： 「（名簿の３年前の）昭和８年湘南ヨットクラブ発足か」との情報があること

について 
・ A． いつ発足させたかは、詳しくは覚えていない。また、関連資料も思いつかないが、発足はそのころかもしれない。少なくともこのころ発足し

たと考えても異論はない。 
2. 湘南練成会 

Q： SYCとの関係 
A： 戦時中「ヨット」と言う語は敵性用語として使用禁止になったので、会名を替えたもの。 
Q： 終戦時の鐙摺港の状況 
A： 終戦後は鐙摺港の船は全て接収され、横浜に持ってゆかれた。一時全く船が無くなった。 
 鐙摺港は、進駐軍のモーターボートが旧港の北側を独占使用していた。 
 その後、再びＳＹＣメンバーがヨットを新造、又は購入して鐙摺にヨットが戻ってきた。 

3. SYC復会 
Q： 昭和２６年（１９５１）８月SYC復会の呼び掛けから、同３７年（１９６２）５月のHYC役員決定の情報までの間については、いろいろな資料を探

したがHYCの名が記録に出てこない。復会後のSYCはいつ頃まで活動していたか。 
A： 明確ではない。 

4. 葉山ヨットクラブ（以下HYC） 
Q： HYCはどのような形で発足したか。SYCからの継続性はあるのか、 
A： 具体的な発足時点は覚えていない。しかし、旧 SYC のメンバーであった３名、すなわち山口四郎（SYC 会長）、財部実（のちの旧 HYC 会

長）、と自分（旧HYC事務所）でその移行に係っていた記憶はある。 
また、ＳＹＣという名称から、葉山を拠点にセイリングをしているという事から「葉山ヨットクラブ」への名称変更の議論があった記憶もある。 
Q： 活動の状況 
A： 山口氏の考えは、ヨットクラブは基本的には個人が会員、というものだった。（実際には戦後企業の保養所などが増えたことの影響等で法

人が所有する艇が増え、なかなか活発化しなかった、の意） 
Q： クラブ旗 
A： クラブ旗のデザイン（黄色字に黒の十字）は、SYCのものを引き継いだ。現在NPO-HYCが使用しているものと同じ。ただし、そのころの旗

にはHYCの文字はなかった。 
5. その他 

・ 豊島さんがヨットに乗っていたのは、もっぱら鐙摺である。たまに横浜ヨットクラブに行った。 
・ 初期のころの鐙摺港は、築港と呼ばれていた。 
・ 豊島さんは鐙摺バス停前に住んでいた。鈴木ボートサービスの２Ｆで喫茶店の様なことをしていたのは、昭和３５年前後の数年間（息子さ

んが２歳の時から始めた）。山口さんに、鐙摺周辺に、飲食の場所が無かったので、近くに住んでいる豊島さんに依頼されたとの事。奥

様と一緒に週末のみの営業でメニューはコーヒーとコーラ、カレー等があった。 
以上 

   
   

 


